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紙
の
消
費
大
国
日
本

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、牛
乳
パ
ッ
ク
、新
聞
紙
に
ダ
ン
ボ
ー

ル
等
、
紙
は
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
お
け
る
紙
の
年
間
生
産
量
は
約

4
億
ト
ン
と
さ
れ
、日
本
は
第
3
位
の
生

産
国
で
す
。

　

世
界
の
紙
の
生
産
量
と
消
費
量
の
上
位

国
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

6 月は環境月間です

国 生産量 全体に占める割合
1位 アメリカ 79,952 20.5％
2位 中国 79,800 20.4％
3位 日本 30,617 7.8％

紙
の
使
い
方
を
考
え
よ
う

● 紙 ･ パルプ年間生産量 ( 単位 : 千ｔ )

国 使用量
1位 ベルギー 344.9
2位 フィンランド 341.7
3位 アメリカ 265.9
7位 日本 241.5

● 国民 1 人あたりの年間紙 ･ 板紙使用量 ( 単位 :kg)

※ 資料 :RISI アニュアル ･ レビュー

　

日
本
の
年
間
１
人
あ
た
り
の
紙
消
費
量

は
世
界
第
7
位
で
す
が
、
こ
れ
は
世
界
平

均
の
４･

５
倍
に
相
当
し
、
国
民
１
人
が

１
日
に
約
６
５
０
ｇ(

Ｂ
5
ノ
ー
ト
5
～

6
冊
分
）も
の
紙
を
消
費
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
 

紙
製
品
別
の
消
費
量

　

で
は
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
紙
製
品

を
年
間
ど
れ
く
ら
い
消
費
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

日
常
で
よ
く
使
う
紙
製
品
の
消
費
量

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

品名 年間消費量 国民1人あたり
の年間使用量

ティッシュペーパー 50万t 4kg

トイレットペーパー 95万t 7.6kg

紙パック 20万t 1.6kg

新　　聞 360万t 28.8kg

雑誌･書籍 200万t 16kg

● 製品別年間消費量

　

日
本
国
内
で
消
費
さ
れ
る
紙
製
品
を

す
べ
て
合
わ
せ
る
と
年
間
お
よ
そ
３
，

０
０
０
万
ｔ
に
な
り
、こ
れ
は
木
造
住
宅

（
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）３
０
０
万
軒
分
に
相
当
す
る

木
材
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

 

紙
を
大
切
に
し
て
森
林
を
守
ろ
う

　

紙
の
原
料
は
木
で
す
。
い
く
ら
廃
材
や

間
伐
材
を
使
っ
て
い
て
も
木
で
あ
る
こ
と

に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

紙
の
消
費
量
が
増
え
る
こ
と
で
世
界
か

ら
多
く
の
森
林
が
姿
を
消
し
、
そ
の
周
辺

の
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
世

界
の
森
林
、
自
然
を
守
る
た
め
に
も
、
私

た
ち
は
紙
の
消
費
量
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
こ
と
を
心
が
け
、
紙
の
消
費
を
減

ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
古
紙
等
は
で
き
る
限
り
分
別
し
て
、
リ

　

サ
イ
ク
ル
す
る
。

○
無
駄
な
印
刷
や
コ
ピ
ー
は
止
め
る
。

○
コ
ピ
ー
用
紙
は
両
面
を
使
う
。

○
雑
誌
や
本
の
衝
動
買
い
を
せ
ず
、
図
書

　

館
を
利
用
す
る
。

○
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
わ
ず
、
ハ
ン
カ
チ
や

　

布
巾
を
使
う
。

　環境月間は、1972 年 6 月 5 日にストックホルムで「国連人間環境会議」が開催されたこ
とを記念して定められたものです。国連では日本の提案を受けて6月5日を「世界環境デー」
と定めており、日本では「環境基本法」（平成 5 年）で同日を「環境の日」と定めています。
　国内ではこれに伴い、毎年 6 月に環境に関するさまざまな催
しが行われています。美浜町でも毎年、「クリーンアップふくい
大作戦 in 美浜」と題した町内一円の清掃活動を実施しています。
今年も 6 月 12 日に実施しますので、皆さんのご参加をお待ち
しています。
　環境破壊や地球温暖化への関心が高まっている今、皆さんもこ
の機会に身近な環境問題について考えてみてください。

↑昨年のクリーンアップふくい
　大作戦 in 美浜
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、4月19日から5月18日までの美浜発電所
の状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

　
　
　
　
　

  (

平
成
22
年
11
月
19
日
～)

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～
）

↑地図を用い道路整備の必要性を説明する
　山口町長

海
江
田
経
済
産
業
大
臣
が
関
西
電
力
㈱

美
浜
発
電
所
を
視
察

　

5
月
4
日
に
、
海
江
田
万
里
経
済
産
業

大
臣
が
東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
を
踏
ま
え
3
月
30
日
に
指
示
し

た
緊
急
安
全
対
策
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
関
西
電
力
㈱

美
浜
発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、山
口
町
長
も
立
会
い
、海
江
田

大
臣
と
と
も
に
、
関
西
電
力
㈱
の
緊
急
安

全
対
策
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
万
が
一
、

全
交
流
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
備
え
る

べ
き
電
源
車
の
配
置
状
況
や
、事
故
時
に

備
え
た
給
水
訓
練
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
海
江
田
大
臣
は
、

↑関西電力㈱の安全対策について発言する海江田大臣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (写真左上)

● 

福
島
原
子
力
発
電
所
と
若
狭
地
域
は
地

理
条
件
が
異
な
る
た
め
、
想
定
す
る
津
波

の
高
さ
も
異
な
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
過
小
評
価
し
て
は

● 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
の

視
察
の
際
、
構
内
は
地
震
と
津
波
に
よ
り

瓦が

れ

き礫
が
散
乱
し
、
作
業
の
妨
げ
に
な
る
状

況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
美
浜
発

電
所
に
お
い
て
も
大
型
車
両
は
建
屋
の
重

要
設
備
付
近
に
置
か
ず
、
高
台
に
持
っ
て

い
く
等
の
工
夫
を
す
る
こ
と
。

● 

視
察
し
た
給
水
訓
練
の
ホ
ー
ス
敷
設
作

業
で
は
、
一
部
足
場
の
悪
い
箇
所
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
夜
間
で
も
安
全
に
作
業
が

で
き
る
よ
う
、
照
明
設
備
を
充
実
す
る
必

要
が
あ
る
。

● 

資
機
材
の
配
備
、
訓
練
は
し
っ
か
り
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
た
が
、
3
月
30
日
の
指

示
は
、
あ
く
ま
で
も
緊
急
的
な
対
策
で
あ

り
、
非
常
用
電
源
設
備
の
更
な
る
充
実
な

ど
中
長
期
的
な
対
策
に
つ
い
て
も
で
き
る

だ
け
早
く
対
応
す
る
こ
と
。

な
ら
な
い
。

と
講
評
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
評
を
受
け
、
関
西
電
力
㈱
の
八

木
誠
社
長
は
、

● 

対
策
の
す
べ
て
を
一
度
に
実
施
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
順
を

追
っ
て
確
実
に
対
応
し
た
い
。

● 

電
源
を
喪
失
し
た
場
合
の
訓
練
は
、
今

後
も
質
を
向
上
さ
せ
安
全
性
を
高
め
て
い

き
た
い
。

● 

今
回
の
事
故
は
絶
対
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
事
故
で
あ
り
、気
を
引
き
締
め
て
対

応
し
た
い
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
地
元
を
は
じ
め
、国
民
の
皆
様
に
説
明

し
な
が
ら
、全
社
を
あ
げ
て
対
応
し
た
い
。

と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
海
江
田
大
臣
と
山
口
町
長
に

よ
る
会
談
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
、
山
口

町
長
は
、

● 

被
災
地
域
に
は
、
女
川
発
電
所
や
東
海

発
電
所
等
が
立
地
し
て
い
る
が
、
福
島
第

一
発
電
所
だ
け
が
あ
の
よ
う
な
大
惨
事
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
原
因
を
検
証
し
、

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

● 

原
子
力
発
電
は
基
幹
電
源
と
さ
れ
て
い

る
が
、そ
の
位
置
づ
け
が
揺
ら
い
で
い
る
と

感
じ
て
い
る
。今
回
の
事
故
を
踏
ま
え
て
、

政
府
の
方
針
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

● 

国
道
27
号
か
ら
丹
生
ま
で
の
道
路
は
、

避
難･

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
重
要
で
あ

る
た
め
、早
急
に
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

と
要
請
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
福
島
第
一
発
電
所
の

事
故
状
況
や
、
そ
れ
に
対
す
る
国
の
対
応

を
注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
県
と
歩
調

を
合
わ
せ
な
が
ら
、
関
西
電
力
㈱
を
は
じ

め
と
す
る
電
力
事
業
者
の
安
全
対
策
を
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～
）
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原
子
力
安
全･

保
安
院
が
緊
急
安
全
対
策

の
評
価
結
果
等
を
報
告

　

5
月
11
日
に
、
原
子
力
安
全･

保
安
院

の
山
本
哲
也
原
子
力
発
電
検
査
課
長
ら
が

町
役
場
を
訪
れ
、
山
口
町
長
に
３
月
30
日

に
電
力
事
業
者
に
指
示
し
た
緊
急
安
全
対

策
の
評
価
結
果
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

山
本
原
子
力
発
電
検
査
課
長
は
、
ま

ず
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏

ま
え
、
国
が
3
月
30
日
に
指
示
し
た
緊
急

安
全
対
策
に
つ
い
て
、

● 

美
浜
発
電
所
に
立
入
検
査
を
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
国
の
求
め
た
基
準
を
満
た

し
て
お
り
、
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

と
報
告
し
、
昨
年
11
月
28
日
を
も
っ
て
運

転
開
始
40
年
を
迎
え
た
美
浜
１
号
機
の
高

経
年
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

● 

高
経
年
化
技
術
評
価(

※
１)

を
踏
ま
え
策

定
さ
れ
た
長
期
保
守
管
理
方
針(

※
２)

の
う

ち
、
１
号
機
の
第
25
回
定
期
検
査
時
に
お

い
て
実
施
し
た
長
期
保
守
管
理
方
針
の
実

施
状
況
及
び
現
状
保
全
に
組
み
込
ま
れ
た

保
全
活
動
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
立
入

検
査
等
を
通
じ
厳
格
に
確
認
し
た
。

と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
山
口
町
長
は
、

● 
緊
急
安
全
対
策
は
一
定
の
評
価
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
福
島
第
一
発

電
所
事
故
の
原
因
究
明
や
、
他
の
発
電
所

の
事
故
状
況
等
の
検
証
が
進
ま
な
い
中
で

の
対
策
で
あ
る
た
め
、
十
分
な
安
心
感
が

得
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
事
故
原
因

を
検
証
し
、
十
分
な
対
策
と
分
か
り
や
す

い
説
明
を
行
う
こ
と
。

● 

津
波
対
策
と
し
て
、
全
国
の
原
子
力
発

電
所
に
一
律
9.5
ｍ
を
か
さ
上
げ
す
る
と
い

う
件
は
、
一
見
す
る
と
安
心
す
る
面
も
あ

る
が
、
浜
岡
発
電
所
の
停
止
要
請
は
地
震

発
生
確
率
の
高
低
に
よ
る
も
の
で
、
科
学

的
根
拠
を
曖
昧
に
し
た
説
明
だ
け
で
は
十

分
な
理
解
に
繋
が
ら
な
い
。

と
求
め
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
に
対
し
、
山
本
原
子
力
発
電

検
査
課
長
は
、

● 

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
受
け
止
め
、

し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

と
述
べ
ま
し
た
。

(

※
1)　

高
経
年
化
技
術
評
価

　

原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
安
全
上
特
に
重
要
な

機
器
や
構
造
物(

容
器･

配
管･

ポ
ン
プ･

弁･

コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
等)

に
つ
い
て
、
60
年
間
の
運
転
期

間
を
仮
定
し
た
長
期
間
の
使
用
に
対
す
る
健
全
性

を
確
認
し
、
経
年
劣
化
事
象
の
発
生
及
び
進
行
傾

向
に
対
し
て
現
状
の
保
全
活
動
の
妥
当
性
や
耐
震

性
の
影
響
等
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
。

(

※
2)　

長
期
保
守
管
理
方
針　

　

高
経
年
化
技
術
評
価
に
基
づ
き
、
今
後
10
年
間

で
必
要
と
な
る
点
検
や
機
器
の
取
り
替
え
を
追
加

保
全
策
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
停
止
要
請
を
受
け

海
江
田
大
臣
に
要
請
書
を
提
出

　

5
月
12
日
、
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在

市
町
村
協
議
会(

会
長･

河
瀬
敦
賀
市
長)

で
、
海
江
田
万
里
経
済
産
業
大
臣
に
中
部

電
力
㈱
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
停
止
要
請

に
関
し
て
説
明
を
求
め
る
等
の
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

【
要
請
内
容
】

● 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
停
止
要
請
に

至
っ
た
経
緯
、
科
学
的
な
根
拠
を
具
体
的

に
示
し
、
周
辺
住
民
及
び
国
民
に
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
。

● 

他
の
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い

て
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
地
域
は
も
と

よ
り
、
国
民
が
納
得
で
き
る
説
明
を
行
う

こ
と
。

● 

原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
に
よ
り
、

立
地
地
域
の
雇
用
・
経
済
等
に
支
障
が
生

● 

原
子
力
災
害
に
対
す
る
補
償
に
つ
い

て
、
被
災
地
域
の
意
向
を
尊
重
し
た
対
応

を
行
う
こ
と
。

● 

長
期
化
す
る
原
子
力
災
害
の
実
情
を
踏

ま
え
、
被
災
自
治
体
及
び
避
難
者
の
受
け

入
れ
自
治
体
へ
の
特
別
な
財
政
支
援
等
を

迅
速
か
つ
着
実
に
行
う
こ
と
。

　

こ
の
ほ
か
要
請
書
に
は
、
4
月
4
日
に

緊
急
要
請
し
た
福
島
第
一
発
電
所
事
故
の

早
期
収
束
や
被
災
地
の
復
興
支
援
等
を
含

め
、
河
瀬
敦
賀
市
長
か
ら
海
江
田
大
臣
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
瀬
敦
賀
市
長
は
、｢

浜
岡
原
子
力
発
電

所
が
停
止
に
至
っ
た
経
緯
や
科
学
的
根
拠

等
が
不
明
で
、原
子
力
発
電
所
立
地
地
域

に
は
不
信
感
が
あ
る
。｣

と
述
べ
、要
請
書

を
受
け
取
っ
た
海
江
田
大
臣
は｢

原
子
力

発
電
所
立
地
地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
受

け
止
め
対
応
し
た
い
。｣

と
話
さ
れ
ま
し

た
。

↑山本原子力発電検査課長に福島
　第一発電所の事故原因を早急に
　検証するよう求める山口町長

↑海江田大臣に浜岡原子力発電所の停止要請
　に至った経緯等を求める原子力発電所立地
　自治体の市町村長

● 

そ
の
結
果
、
長
期
保
守
管
理
方
針
に
つ

い
て
は
保
全
計
画
に
適
切
に
反
映
さ
れ
、

適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
現
状
保

全
に
組
み
込
ま
れ
た
保
全
項
目
に
つ
い
て

は
、
社
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
整
備
さ
れ
、

適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
な
お
、
福
島
第
一
発
電
所
事
故
に
関

す
る
新
た
な
知
見
に
つ
い
て
は
今
後
も
引

き
続
き
分
析
し
、
反
映
す
べ
き
事
項
は
、

順
次
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

じ
な
い
よ
う
交
付
金
措
置
等
全
面
的
支
援

を
行
う
こ
と
。


